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巻頭のことば 「世代を繋ぐコミュニケーション」     柏木 寛 理事長 

 時代の変化につれ時々の若者の考え方も大きく変化してきました。時系列的にふり返っても若者に影響を

与えた出来事としてクリスマスの商品化と正月の軽視、ディズニーランド人気、大学生まで漫画愛読者の浸

透、ポケベル携帯電話の普及と援助交際、ヘアヌード、ミステリー物で身体より頭の重視、湾岸警察の人気

化で事件は会議室で起こるとの錯覚等々。何人かの識者がこれらの時代変化と若者の変化を結びつけて端的

に表現しようとしています。例えば昔の「物がたり」は今や「言がたり」に変化し複雑な物事を動詞化して

説明されるそうです。又ある人は「若者殺しの時代」とも表現しています。若者が居場所を確保する可能性

として○1今の社会を破壊する。○2伝統文化を身につけ、このシステムをやわらかく否定。 という二つの解

があるという。こう考えると、社会から、逃げる方法が「ニート」とのとらえ方も出来る。 
 このような変化に対して私達シニア層は時々に改善努力をしてきたかと問われると疑問が残ります。果た

して現代の若者とシニア層でコミュニケーションが成立するのか？ＳＥＦ「コミュニケーション研究会」で

真剣に討議を続けています。  
 
６月度 理事会より 
１、第４回通常総会、第８回会員連絡会内容確認 
２、会員活動に対する契約形態 
  受注業務の拡大を前にＳＥＦと顧客、ＳＥＦと会員

間の契約関係を再整理し明確化しようとの提案です。 
  継続審議としました。 

３、報告事項 
 ○1 5月31日実施の監査報告 
 ○2ＮＰＯ保険加入報告 
 ○3都庁・法務局への年次報告書類内容 

 
事業報告  各種シニア団体の事務支援    担当理事―村瀬副理事長 
 現在、ＳＥＦではシニア団体の事務支援として主として装置産業に関る企業で働いてきた計装関係者のＯ

Ｂ会として設立された「計装倶楽部」の事務支援を行っています。倶楽部では幹事が総会・懇親会の計画を

立て、日時と場所を設定し案内を作成します。又､金銭の取り扱いも倶楽部側で行うこととしています。 
 ＳＥＦでは新入会員の受付、会員名簿の作成・維持管理を行っていて、案内の発信・郵送・出欠の返事の

督促・管理を行いますが、これ等のディジタル処理はＡＲＣＯ社に再委託し、同時に倶楽部のメイルアドレ

スを取得し、その管理を行っています。この団体には、ＳＥＦ会員のうち９名が入会しています。 
 
第４回通常総会、第８回会員連絡会 ＳＥＦサロン 
6月28日（水）  品川区中小企業センター／中講習室にて開催 
第４回通常総会 14時～ 
 正会員２５名中 出席者 １９名 委任状提出 ６名 
  柏木理事長を議長に選出した後に審議に移りました。 
 （審議事項） 
  第１号議案 平成17年度事業報告、収支決算及び財産目録の件 
  第２号議案 平成18年度事業計画及び収支予算の件  
   以上２件何れも原案通りに満場一致で承認されました。 
 
第８回会員連絡会 14時３０分～ 
  新入会員紹介・事務局連絡事項（知的資産調査報告・会員向け保険

加入・ホームページ状況）事業成行報告（各担当理事より最近３ヶ月

間の動きを報告）の後、意見交換に移り会員からの質疑と運営に対す

る意見が出されました。（詳細は別途配布の議事録を参照願います。） 

6 月度は総会開催でＳＥＦサロン
は開催されませんでした。 

7月休会で次回開催は 8月となり
ます。 

 
8月度ＳＥＦサロン 

8月23日（水）開催 
テーマ「ワープロとＤＶＤ」 
講師 森 健一 氏（元東芝） 
 ワープロの草分け「東芝ルポ」

の開発を担当された講師のお話に

ご期待下さい。 
開催場所「La Stella」（予定）  
  

 
会員動向―６月度   
 ６月度も会員移動はありませんでした。 
 ６月末現在の会員状況は右記の通りです。 

正会員―２５名 準会員―２名 
登録会員―４名 賛助会員―2社 
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